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奴 物 めて販 麺 を話 代 m逆 4認 上
幼少より足カウF自申て`報 寺生じこの少女F亨』は赦

からも鰺 てら,L病室のさから几妨 申 の姿
彿 のが唯■の楽L/●だつた.そして町子』はⅢフケ/で`
エスの下目に比六機 ・・。しかし、彼女の霊斜よ
まもなく交疇 故ズその機 人ヽ生毛落くる。:

一方、特 の率i4a貯米のL脅中』の初イ土

寺は彼女を天国ヘエ嚇けるこじ。
だが、泣〈クは天国人の道オ死神賜 ろ来ヾこする:

潔 ミ体ヾ畢諄卜そしてたも彩 じぬ不幸な子を祖い,

自らの争し3に換がこ49日間だ好 レこ仮ρ肉体を負争
を与

―

るのであつた。そして子はこの49日の

十で人の一生扱 上の■llキttするのであった。…

この物謳のテく は「自己牧陶 。年を誰妙 賃Ⅸ tレ 七

のはこの疇 ノょんです力ゞ0・。人のためにどこまで自分を
無にて

｀
あ か?それ励嫁レ自分0ことなわかって欲しい

けれじ
｀
それもかなわぬ。瞼焦?ん～次も議しヽ。

ほん味 烏なものでひ ついつレジ整りを始 したり米
を上げたいと馬うつて句功弩縫 も都蛉ヽ 射 られてい

る以上、ォは れてはいけない。


